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平成２６年１月２３日判決言渡 同日原本領収 裁判所書記官  

平成２５年（ワ）第１２２３３号 意匠権侵害差止等請求事件 

口頭弁論の終結の日 平成２５年１２月３日 

判        決 

当事者の表示      別紙当事者目録記載のとおり      

主        文 

        原告の請求をいずれも棄却する。 

        訴訟費用は原告の負担とする。 

        この判決に対する控訴のための付加期間を３０日と定める。 

事 実 及 び 理 由 

第１ 請求 

１ 被告は，製品名を「Ｂｌｕ－Ｒａｙ Ｃａｓｅ（１１ｍｍ）」及び「Ｂｌｕ－

Ｒａｙ Ｃａｓｅ（１３ｍｍ）」とするディスク包装ケースを輸入し，販売し，

販売のために展示してはならない。 

 ２ 被告は，前項記載のディスク包装ケースを廃棄せよ。 

３ 被告は，原告に対し，１３２０万円及びこれに対する訴状送達の日の翌日か

ら支払済みまで年５分の割合による金員を支払え。 

第２ 事案の概要 

   本件は，ディスク包装用容器の意匠権を有する原告が，被告によるディスク

包装ケースの輸入，販売行為が原告の意匠権を侵害すると主張して，被告に対

し，意匠法３７条に基づき，その輸入，販売又は販売のための展示の差止め及

び廃棄を求め，不法行為による損害賠償請求権に基づき，平成２２年から平成

２４年までの間に原告が受けた損害として１１００万円及び弁護士費用相当

損害金２２０万円合計１３２０万円及びこれに対する不法行為の後である訴

状送達の日の翌日から支払済みまで民法所定の年５分の割合による遅延損害

金の支払を求める事案である。 
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 １ 前提となる事実（当事者間に争いのない事実並びに各項末尾掲記の証拠及び

弁論の全趣旨により認められる事実） 

  (1) 原告の意匠権 

   ア ミードウエストヴェイコ・パッケージング・システムズ・エルエルシー

は，平成１８年７月１２日，意匠に係る物品を「ディスク包装用容器」と

する意匠登録出願をし，平成１９年７月２７日，意匠権の設定登録がされ

た（意匠登録第１３０８６７０号。以下，この意匠権を「本件意匠権」と

いい，その登録意匠を「本件意匠」という。）。 

     ミードウエストヴェイコ・パッケージング・システムズ・エルエルシー

は，平成１９年８月１５日，ミードウエストベコ コーポレーションに対

し，本件意匠権を特定承継により移転させ，ミードウエストベコ コーポ

レーションは，平成２４年１１月１５日，原告に対し，本件意匠権を特定

承継により移転させた。 

    （甲１） 

イ 本件意匠は，本判決添付の意匠公報の【図面】記載のとおりである。 

  (2) 本件意匠の構成 

   ア 基本的構成態様 

     全体形状が薄い直方体であり，略四角板状体のケース状基台部（以下「基

台部」という。），基台部の左側端部に縦長板状の接続部分（以下「ヒンジ

部」という。）を介してその右側端部が接続する略四角板状体のケース状蓋

部（以下「蓋部」という。）からなり，基台部内側に部分意匠として意匠登

録を受けようとする部分ではない留具とかかる留具の周囲に土手のように

なった支持部を有し，基台部右側面に指掛部を設け，蓋部に小冊子を留め

る爪（以下「クリップ」という。）を設けた，不透明な容器である。 

   イ 具体的構成態様 

    (ア) 容器本体は，縦横の寸法比が約９：７と平面視で正方形に近い長方
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形の形状をした箱状に形成され，その四角隅部は緩やかな曲線を描き，

背面部側の左右２つの角は，平面視において，四半円状の大きな曲線と

なっている。 

    (イ) 基台部内側の部分に４つの土手状の支持部があり，基台部内側の下

寄りの位置に配置されている。 

    (ウ) 蓋部の表面上端部には，左右端部が弧状の上端縁部分と水平バー状

の上仕切り片とで帯状凹所を形成し，この帯状凹所の中央部に長径と短

径とからなる楕円形状の線を配している。 

    (エ) 蓋部の裏側には，蓋部左右端部に接続していない一直線のバー部材

が，蓋部表面上端部の帯状凹所の下端の左右方向の裏側あたりと蓋部内

側の下端部より少し上方に形成されている。 

    (オ) 蓋部内側の側面付近に２箇所設けられたクリップは，蓋部表面上端

部の帯状凹所の幅の分だけ下側に偏って設けられている。 

   （甲４） 

(3) 被告によるディスク包装ケースの輸入，販売 

ア 被告は，遅くとも平成２２年ころから，業として，製品名を「Ｂｌｕ－

Ｒａｙ Ｃａｓｅ（１１ｍｍ）」及び「Ｂｌｕ－Ｒａｙ Ｃａｓｅ（１３ｍ

ｍ）」とするディスク包装ケース（以下，併せて「被告製品」という。）を

輸入，販売している。 

イ 被告製品は，ディスク包装ケースであり，本件意匠に係る物品と同一で

ある。 

被告製品は，本体の厚さが異なるほかは同一であり，その意匠（以下「被

告意匠」という。）は，別紙被告製品図面の記載のとおりである。 

(4) 被告意匠の構成 

   ア 基本的構成態様 

全体形状が薄い直方体であり，基台部，基台部の左側端部にヒンジ部を
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介してその右側端部が接続する蓋部からなり，基台部内側に留具とその周

囲に土手のようになった支持部を有し，基台部右側面に指掛部を設け，蓋

部にクリップを設けた，半透明な容器本体と，基台部の上下端部を除く外

面の略開閉端部から蓋部の上下端部を除く外面の略開閉端部にわたって設

けられた幅広長方形状の透明カバー体からなる容器である。 

イ 具体的構成態様 

(ア) 本体は，縦横の寸法比が約９：７と平面視で正方形に近い長方形の

形状をした箱状に形成され，その四角隅部は緩やかな曲線を描き，背面

部側の左右２つの角は，平面視において，四半円状の大きな曲線となっ

ている。 

(イ) 基台部内側には，上端部に帯状凹所が，下端部に紐状凹所があり，

両者に囲まれた部分の中央部にディスクを支持するための円形の留具が

あり，その周囲を取り囲むようにして，上下に６分割された土手状の支

持部が外周上に設けられている。 

(ウ) 蓋部の表面上端部には，左右端部が弧状の上端縁部分と水平バー状

の上仕切り片とで帯状凹所を形成し，この帯状凹所の中央部に長径と短

径とからなる楕円形状の線を配している。 

(エ) 蓋部の裏側には，蓋部左右端部に接続した一直線のバー部材が，蓋

部表面上端部の帯状凹所の下端の左右方向の裏側あたりと蓋部内側の下

端部より少し上方に形成されている。 

(オ) 蓋部内側の側面付近に２箇所設けられたクリップは，蓋部表面上端

部の帯状凹所の幅の分だけ下側に偏って設けられている。 

（甲９，１０，１２） 

 ２ 争点 

   争点は，本件意匠と被告意匠との類否であり，これについての当事者の主張

は，次のとおりである。 
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  (1) 原告 

ア 本件意匠の要部について 

本件意匠に係る物品であるディスク包装用容器の取引者，需要者はＤＶ

Ｄディスク又はＢｌｕ－Ｒａｙディスクの製造者である。本件意匠の内部

構造は機能的なものにすぎず，ケース内部のディスクの留具や土手状の支

持部の形状はディスクを固定し安全に収納するために必然的に選択される

もので新たな創作を加える余地は大きくない上，ＤＶＤディスク又はＢｌ

ｕ－Ｒａｙディスクの消費者がディスクを購入する際に容器の内部を見る

ことができないことからすれば，取引者，需要者が本件意匠の内部や透明

であるかに着目することはないから，本件意匠の内部や非透明であること

は要部ではない。 

本件意匠出願前の公知意匠には，①平面から観察した場合，本体の縦横

の比率が小さく，正方形に近い長方形である構成，②本体の四角隅部が緩

やかな曲線を描き，特に，背面部側の左右２つの角が四半円状の大きく緩

やかな曲線となっている構成，③蓋部表面上端部に帯状凹所を形成し，そ

の中央部に楕円形状の線を配した構成はなかったから，これらの①ないし

③が看者である取引者，需要者の注意を最も惹く部分であり，これが本件

意匠の要部である。 

イ 本件意匠と被告意匠との類否について 

本件意匠と被告意匠とは，本件意匠の要部において共通するのみならず，

基本的構成態様，具体的構成態様の多くの部分で共通し，取引者，需要者

に共通の美観を生じさせるから，被告意匠は，本件意匠に類似する。 

(2) 被告 

ア 本件意匠の要部について 

ＤＶＤディスク又はＢｌｕ－Ｒａｙディスクの製造者は，本件意匠の取

引者，需要者であり，取引に当たりディスク包装用容器を手に取ってあら
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ゆる角度から観察するのであり，その際には内部にも着目する。また，本

件意匠は部分意匠であるが，内部構造を除外せずに意匠登録を受けている

のである。 

また，蓋部表面上端部に帯状凹所を形成し，その中央部に楕円形状の線

を配することは公知の意匠（乙２）にみられる形態，商標等を表示する部

分として特徴的なものではない。 

   イ 本件意匠と被告意匠との類否について 

本件意匠と被告意匠とは，本体が半透明で内部を見ることができるか否

かという点，本体内部の基台部隆起部分の形状及びその配置において異な

る上，具体的構成態様においても差異があり，美観上の大きな差異がある。

そうであるから，平面視した場合の容器本体の縦横比率が正方形に近いこ

と，容器本体の四角隅部が緩やかな曲線を描いていることなどの共通点を

考慮しても，上記相違点が共通点を凌駕し，両意匠は看者に異なった印象

を与えるのであって，被告意匠は，本件意匠に類似しない。 

第３ 当裁判所の判断 

 １ 被告が平成２４年１１月１４日以前に原告の本件意匠権を侵害したこと，又

は，被告が同日以前に本件意匠権を侵害し，原告がこれによる損害賠償請求権

を取得したことについて，原告は主張も立証もしないから，原告の損害賠償請

求のうち同日以前の損害に関する部分は，理由がない。 

 ２ そして，原告の差止め及び廃棄の請求並びにその余の損害賠償請求は，以下

のとおり，理由がない。 

  (1) 本件意匠と被告意匠との対比 

ア 本件意匠と被告意匠の共通点 

本件意匠と被告意匠は，基本的構成態様において，全体形状が薄い直方

体であり，基台部，基台部の左側端部にあるヒンジ部を介してその右側端

部が接続する蓋部からなり，基台部内側に留具と留具の周囲に土手のよう
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になった支持部を有し，基台部右側面に指掛部を設け，蓋部にクリップを

設けており，具体的構成態様において，①本体が，縦横の寸法比が約９：

７と平面視で正方形に近い長方形の形状をした箱状に形成され，その四角

隅部が緩やかな曲線を描き，背面部側の左右２つの角が，平面視において，

四半円状の大きな曲線となっており，②蓋部の表面上端部に左右端部が弧

状の上端縁部分と水平バー状の上仕切り片とで帯状凹所を形成し，この帯

状凹所の中央部に長径と短径とからなる楕円形状の線を配し，③蓋部の裏

側に一直線のバー部材が蓋部表面上端部の帯状凹所の下端の左右方向の裏

側あたりと蓋部内側の下端部より少し上方に形成され，④蓋部内側の側面

付近に２箇所設けられたクリップが蓋部表面上端部の帯状凹所の幅の分だ

け下側に偏って設けられているという点において共通する。 

   イ 本件意匠と被告意匠の相違点 

    (ア) 本件意匠と被告意匠には次の点で相違する。 

     ア 本件意匠は，透明でなく内部を見ることができないが，被告意匠は

半透明で内部を見ることができる。 

     イ 本件意匠は，基台部内側の部分に４つの土手状の支持部があり，基

台部内側の下寄りの位置に配置されているが，被告意匠は，基台部内

側の上端部に帯状凹所が，下端部に紐状凹所があり，両者に囲まれた

部分の中央部にディスクを支持するための円形の留具があり，その周

囲を取り囲むようにして，上下に６分割された土手状の支持部が外周

上に設けられている。 

     ウ 本件意匠は，蓋部裏側のバー部材が蓋部裏側の左右端部に接続して

いないが，被告意匠は，蓋部裏側のバー部材が蓋部裏側の左右端部に

接続している。 

    (イ) 被告意匠には，次のとおり，本件意匠にない構成がある。 

被告意匠は，基台部の上下端部を除く外面の略開閉端部から蓋部の上
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下端部を除く外面の略開閉端部にわたって設けられた幅広長方形状の透

明カバー体がある。 

  (2) 本件意匠の要部 

   ア 本件意匠は，その登録意匠に係る物品がディスク包装用容器で，通常は

外部を閉じた状態にあり，ディスクの取出しや収納の際に蓋部を開いた状

態にするものであって，本件意匠の需要者であるディスク製造者は，もっ

ぱら蓋部を閉じた状態にしたときの平面の形状や蓋部を開いた状態にした

ときの平面の形状を観察することになる。 

   イ 証拠（甲５ないし７，乙３，４）によれば，本件意匠の意匠登録出願前

において，縦横の寸法比１対約０．８３と平面視で正方形に近い長方形の

形状をした箱状に形成され，その四隅部が四半円状の緩やかな曲線を描い

たディスク収納用ケースや縦横の寸法比１対約０．８９と平面視で正方形

に近い長方形の形状をした箱状に形成されたディスク収納用ケースの意匠

が公知であったことが認められる。 

   ウ 以上の本件意匠に係るディスク包装用容器の性質，用途，使用態様に公

知の意匠の構成を併せ考慮すれば，本件意匠のうち看者である需要者の注

意を最も惹きやすい部分は，蓋部を閉じ，又は開いた状態にしたときの平

面の形状であり，特に，蓋部を閉じた状態にしたときにおける蓋部表面上

端部に形成した帯状凹部とその中央部に配した楕円形状の線や蓋部を開い

た状態にしたときにおける基台部内側の下寄りの位置に配置された４つの

土手状の支持部であり，これらが本件意匠の要部であると認められる。 

   エ 原告は，基台部内側に配置されたディスク支持部の形状は必然的に選択

されるもので，新たな創作を加える余地が大きくないし，消費者はディス

クを購入する際に容器の内部を見ることができないから，本件意匠の需要

者であるディスク製造者が本件意匠の内部に着目することはないと主張す

る。 
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しかし，証拠（甲２，５，６，乙２ないし４）によれば，ディスク包装

用容器において，基台部内側に配置されたディスク支持部の位置や形状に

は様々なものがあることが認められるから，これに新たな創作を加える余

地がないということはできないし，消費者がディスクを購入する際に容器

の内部を見ることができないとしても，このことから，直ちに，蓋部を開

いた状態が本件意匠の需要者であるディスク製造者の注意を惹かないとい

うことはできない。原告の上記主張は，採用することができない。 

  (3) 本件意匠と被告意匠の類否 

    本件意匠と被告意匠には，上記(1)イのとおりの相違点があり，その中でも，

蓋部を開いた状態において，本件意匠は，基台部内側の下寄りの位置に４つ

の土手状の支持部があるのに対し，被告意匠は，基台部内側の上端部に帯状

凹部が，下端部に紐状凹部があり，両者に囲まれた部分の中央部の留具を取

り囲むように上下に６分割された土手状の支持部が外周部上にあるという点

で，本件意匠の要部において大きな差異があるから，これらの差異により，

本件意匠と被告意匠は，看者に対し全体として異なる美観を与えるものであ

る。そして，本件意匠と被告意匠には，上記(1)アのとおりの共通点があり，

その中の蓋部表面上端部に形成した帯状凹部とその中央部に配した楕円形状

の線は本件意匠の要部であるが，その他の共通点は公知の意匠にある構成で

あるから，上記の相違点が看者に与える美観の相違を凌駕するものではない。 

  (4) そうであるから，被告意匠が本件意匠に類似するとは認められない。 

    したがって，原告の差止め及び廃棄の請求並びに損害賠償請求のうち平成

２４年１１月１４日以前の損害に関する部分を除いた部分は，理由がない。 

 ３ よって，原告の請求は，すべて理由がないから，いずれもこれを棄却するこ

ととして，主文のとおり判決する。 

   東京地方裁判所民事第４７部 
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裁判長裁判官     高 野 輝 久 

 

 

 

裁判官     三 井 大 有 

 

 

 

裁判官     藤 田  壮 

 

（添付の意匠公報は省略）
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（別紙） 

当事者目録 

アメリカ合衆国コネティカット州グリニッチ市＜以下略＞ 

原    告     アトラス・エージーアイ・ホー 

ルディングス・エルエルシー 

       同訴訟代理人弁護士     町 田 行 功 

       同訴訟代理人弁理士     村 越 智 史 

東京都港区＜以下略＞ 

被       告     株式会社文化放送開発センター 

同訴訟代理人弁護士     山 田 秀 雄 

                      尾 崎  毅 

               中 重 克 巳 

              菅 谷 貴 子 

               脇    ま ゆ こ 

              籔 本 義 之 

               今 井 靖 博 

               小 林 幸 夫 

              坂 田 洋 一 

               河 部 康 弘 

       同訴訟代理人弁理士     三 浦 光 康 

 

 

 


